
管理会社社員を対象に、マンション管理の仕事を通じて体験した 

いい話を募集し、１次、２次及び３次審査を通過したファイナリ 

スト６名による公開最終審査を行い、各賞を決定致しました。 

マンション管理業に携わる社員が、『仕事に対するやりがい』や『お客様からの感

謝』等、現場の体験談を共有し、やりがいや誇りをもって業務に取り組んでいる

ことを共感し、称えあい、モチベーションアップを図ることを目的としています。

「働き方改革」をキーワードに、仕事に対するやりがいや信念、お客

様との向き合い方や日頃の心構え等が共有でき、社員のモチベーショ

ンアップにつながることをポイントに評価しました。

開催趣旨

評価ポイント

主催：一般社団法人マンション管理業協会

日時：2017 年12 月14 日（木） 
場所：すまい・るホール（東京都文京区） 

内容：公開最終審査及び表彰式



評価ポイント

マンションいい話コンテスト2017（管理会社編）

応募の動機、 
きっかけは？
以前からブログを書いていて、 
文章を書くことが好きだった、 
というのが大きな理由です。 
マンションいい話コンテストは、 
毎年受賞作品を読んでいました 
が、主役はやはり居住者様なの 
だと感じていました。そこへ今 
年『管理者編』が新設されたこ 
とを知り、「これは絶対に応募し 
たい！」と思ったのがきっかけ 
です。

仕事をするうえで 
大切にしていることは？

「顔の見えない仕事はしない」 
こと。人は、顔もよくわからな 
い人には絶対に協力しない、信 
用しないものだと思っているの 
で。だからお客様から相談があ 
ればできる限り会いに行きます。 
それがクレームであっても。社 
内でも内線で済ませたりせず会 
いに行きます。僕は社外でも社 
内でも、どうすれば人から信用 
してもらえるかを考えています。

このエピソードを 
選んだ理由は？
“ 分譲マンションのフロント ” 
の仕事について、よく知らない 
まま転職してきました。友人に 
もうまく説明できないし、お客 
様にとっても、よくわからない 
仕事だと思います。だからこそ、 
膝を突き合わせるコミュニケー 
ションの大切さや、誠意を持っ 
て向き合えば信用していただけ 
る仕事だということを、みなさ 
んに知ってほしいと思いました。

やりがいを感じるのは 
どんなときですか？
今までで一番嬉しかったのは、 
歴代フロントが解決できなかっ 
た組合の問題を、アイデア勝負 
で解決できた瞬間ですね。例え 
ば、ペット飼育の規約があいま 
いな物件での意見交換会。最初 
は対立して結論が出なかったの 
ですが、それを 4 回やりました。 
１回でダメなら、何度でも繰り 
返し行って泥臭く解決していく 
のが、僕の流儀かもしれません。

壁にぶつかったときの 
乗り越え方は？

「仕事はヨットの原理」だと考 
えています。ヨットは向かい風 
でも横風でも帆の角度次第で推 
進力に変えられる。僕は、クレ 
ームからも絶対に逃げずに、帆 
の角度を変えながら前進します。 
そこで一番大事なことは、周囲 
に「助けて」と言えるかどうか 
ではないでしょうか。一生懸命 
ジタバタしていたら、必ず誰か 
が助けてくれると信じています。

あなたにとって 
お客様の存在とは？
“ お客様 ” という存在ではない 
ですね。極論を言うと、僕のお 
客様は「管理組合」だと思いま 
す。となると、個々の組合員の 
皆様は「ご近所の人」というイ 
メージでしょうか。最近買った 
家電の話とか、世間話もします。 
僕の子どもや猫の写真を見せる 
と「大きくなったね～。今度理 
事会にお子さん連れてきてもい 
いよ」なんて言われることも。

かめや　かずひろ

亀谷　和弘
会社名：住友不動産建物サービス（株） 
所　属：東京西第二事業所

いつも助けてくれる仲間たち 
支店全員。

巡回時は必ずホウキと 
チリトリを持っています。

初対面の方から、総会で罵声を浴びせられ、心が折れそうにな
った。そんな経験をしたことも少なからずあるのでは。その方
と真っすぐに向き合い、コミュニケーションをとり、１年後に
は信頼関係を構築した物件担当者のエピソード。なかなか、表
には出ない仕事も多々あるけれど、誠実な仕事ぶりは、必ず見
てくれている人がいる。あるお客様からのお手紙を明日へのモ
チベーションとして、プラス志向で業務に真摯に取り組んでい
く、という姿勢にプロフェッショナルの誇りを感じます。

最優秀賞

コミュニケーション、 
それが全てです。



評価のポイント

マンションいい話コンテスト2017（管理会社編）

応募の動機、 
きっかけは？
これまでは、どちらかと言うと 
マンションに居住されている 
方々が、経験談をお互いに語り 
合うコンテスト、というイメー 
ジでしたが「管理会社編」がで 
きたことを知り、同業者同士で 
経験談を発表し、それを蓄積し 
ていくことは、マンション管理 
業を多くの人に知っていただく 
うえでも有効な取り組みになる 
のではと思い、応募しました。

仕事をするうえで 
大切にしていることは？
おひとりの方からの声であって 
も、その後ろに多くの方が同様 
に考えていると想定し、できる 
限り解消に向けた取り組みを行 
うよう意識しています。また、 
お客様が何かを伝えに来られる 
ときは、不安を抱えている場合 
も多いので、お話を最後まで聞 
き、相手の立場に寄り添った対 
話を心がけています。そして、 
すぐに行動することも大切です。

このエピソードを 
選んだ理由は？
同僚や後輩との会話の中で「自 
分たちの仕事はやって当たり前 
のクレーム産業で、褒められる 
ことが無い。モチベーションを 
保つのが難しい」との声を聞き 
ました。どんな仕事でも、誰か 
に温かい言葉をかけてもらった 
ら、「自分が役に立った」という 
充実感や、やりがいにつながる 
はず。そう思って、このエピソ 
ードを紹介したいと考えました。

あなたにとって 
お客様の存在とは？
対価によって、お客様から自分 
や家族の生活を支えていただい 
ているわけですが、同時に、私 
も、お客様が快適な生活を送れ 
るように支えている存在、だと 
思います。分譲マンションの場 
合は、永住を目的とした住まい 
とされる方も多く、長いおつき 
あいになるため、他の業種では 
あまりない、特殊な関係性を築 
くことができる仕事ですね。

壁にぶつかったときの 
乗り越え方は？
様々なお客様がいらっしゃるの 
で、向き合う際に、気持ちが沈 
むこともあります。そんなとき 
は、一人で抱え込まず、上長や 
同僚に状況を聞いてもらいます。 
私の周りには明るく前向きな方 
が多く、少々のトラブルは経験 
談を交えて笑わせてもらえるの 
でありがたいです。良き仲間を 
持ったことで、これまで乗りこ 
えられてきたと思っています。

あなたにとって 
マンション管理とは？

「現状を維持できればＯＫ」で 
はなく、私たちの仕事によって、 
資産価値を向上させること、そ 
れが自分にとってのマンション 
管理だと思います。具体的には、 
ソフト面（ルール変更や新たな 
使用細則制定など）と、ハード 
面（最新の設備の紹介や、補修 
方法の提案など）、この両面にお 
いて、管理業務を運営・サポー 
トしていきます。

うえだ　けいいち

上田　慶一
会社名：三菱地所コミュニティ（株） 
所　属：都心支店　管理２グループ

管理員、警備員、コンシェル 
ジュスタッフです。

照明器具不具合の報告を受け、 
状況を確認中！

初めて管理組合の役員に選任されるのは、不安でいっぱいな方
もいます。そんな中、理事会の円滑な運営を支援する物件担当
者の誠実な対応、管理組合と一緒になって問題解決に取り組み、
より暮らしやすいマンションにしていくサポートが、新任役員
に大きな安心感を与えていくエピソード。担当者の１年間の苦
労が、感謝の言葉として返ってくる。その言葉がやりがいとな
り、次へのモチベーションにつながる。そんな好循環を作り出
すスタンスにマンション管理の仕事の醍醐味を感じます。

優秀賞

第１回理事会




